
 

内 容
ないよう

 

第
だい

11 回
かい

フィールドトリップ
ふぃーるどとりっぷ

I L P
あいえるぴー

開
かい

催
さい

！ 

自
じ
立
りつ

生
せい

活
かつ

セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
相
そう

談
だん

員
いん

向
む
け 研
けん

修
しゅう

 

宮
みや

古
こ
島
じま

でバ
ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー
フ
ふ
ィ
ぃ
ッ
っ
シ
し
ン
ん
グ
ぐ
に 挑
ちょう

戦
せん

しました 
 

 

 

 9 月
がつ

5 日
にち

（土
ど
）に今

こ
年
とし
も 行
おこな

いまし

た！ 夏
なつ

恒
こう

例
れい

「フ
ふ
ィ
ぃ
ー
ー
ル
る
ド
ど
ト
と
リ
り
ッ
っ
プ
ぷ

I
あい

L
える

P
ぴー

」！！！126 名
めい

も参
さん

加
か
者
しゃ
が 集
あつ

まっ

てくれました～。イ
い
ベ
べ
ン
ん
ト
と
開
かい

催
さい

当
とう

日
じつ

は、カ
か

ン
ん
カ
か
ン
ん
照
で
りでまさにフ

ふ
ィ
ぃ
ー
ー
ル
る
ド
ど
ト
と
リ
り
ッ
っ
プ
ぷ
日
び
和
より
！ 

 このイ
い
ベ
べ
ン
ん
ト
と
「フ
ふ
ィ
ぃ
ー
ー
ル
る
ド
ど
ト
と
リ
り
ッ
っ
プ
ぷ

I
あい

L
える

P
ぴー

」

は、 海
かい

水
すい

浴
よく
や稚
ち
魚
ぎょ
の放
ほう

流
りゅう

、

B B Q
ばーべきゅー

にレ
れ
ク
く
リ
り
エ
え
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
といった 楽

たの
しみ



の場
ば
から、 障

しょう
害
がい

をもっている 方
かた

ももっていない 方
かた

も交
こう

流
りゅう

を 深
ふか

め、社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か
の 楽
たの

し

さや 喜
よろこ

びを共
とも
に 体
たい

感
かん

し、 人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

の構
こう

築
ちく
をもち 共

きょう
生
せい

社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を目
もく

的
てき

としています。 

 午
ご
前
ぜん

中
ちゅう

はチ
ち
ェ
ぇ
ア
あ
ボ
ぼ
ー
ー
ト
と
やク
く
リ
り
ア
あ
ボ
ぼ
ー
ー
ト
と
を

使
つか

って稚
ち
魚
ぎょ
の放
ほう

流
りゅう

と 海
かい

水
すい

浴
よく
を

行
おこな

いました。 水
すい

陸
りく

両
りょう

用
よう

車
くるま

いすのチ
ち

ェ
ぇ
ア
あ
ボ
ぼ
ー
ー
ト
と
が 大
だい

活
かつ

躍
やく
したおかげで今

こ
年
とし
も

たくさんの人
ひと
が海
うみ

に 入
はい

ることが出
で
来
き
ました。 

 午
ご
後
ご
は B B Q
ばーべきゅー

をしたりス
す
イ
い
カ
か
割
わ
りをした

りしました。今
こ
年
とし
のス
す
イ
い
カ
か
割
わ
りは、趣

しゅ
向
こう
を変
か

えて高
こう

齢
れい

者
しゃ
疑
ぎ
似
じ
体
たい

験
けん

キ
き
ッ
っ
ト
と
を装
そう

着
ちゃく

し、 障
しょう

がいのある人
ひと
たちの世

せ
界
かい

を 体
たい

感
かん

してもらいながら 行
おこな

いました。また、謝
じゃ

花
はな

 勇
いさむ

さんをはじめとするバ
ば
ン
ん
ド
ど
、

Constant
こんすたんと

 Glowth
ぐ ろ ー

を 招
まね

いて、 曲
きょく

を 演
えん

奏
そう
していただき、 彼

かれ
らの 奏

かな
でるやさしい 音

おん
楽
がく
に

酔
よ
いしれました。最

さい
後
ご
に 全
ぜん

員
いん

でク
く
リ
り
ー
ー
ン
ん
活
かつ

動
どう
を 行
おこな

い、使
し
用
よう
させていただいた公

こう
園
えん

内
ない

をきれいにしました。こうして今
こ
年
とし
も 多
おお

くの 方
かた

々
がた

と、 楽
たの

しい時
じ
間
かん

を 共
きょう

有
ゆう

することが出
で
来
き



きました (*^▽^*) 有
ゆう

意
い
義
ぎ
な時
じ
間
かん

を過
す
ごすことが出

で
来
き
たのも、参

さん
加
か
してくれた 皆

みな
さん、

協
きょう

力
りょく

して下
くだ
さったダ

だ
ス
す
キ
き
ン
ん
沖
おき

縄
なわ

エ
え
リ
り
ア
あ
企
き
業
ぎょう

団
だん

の 皆
みな

さんや、当
とう

日
じつ

に様
さま

々
ざま

な場
ば

面
めん

でサ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
してくれた 方

かた
々
がた

のおかげです。 皆
みな

様
さま
の 力
ちから

で今
こん

回
かい

も 成
せい

功
こう
のうちに収

おさ
め

ることが出
で
来
き
ました。 

ありがとうございました☆ 

参
さん

加
か
してくれた 皆

みな
さんから届

とど
いた 感

かん
想
そう
をご 紹

しょう
介
かい

します！ 

※紙
し
面
めん

の都
つ
合
ごう

上
じょう

一
いち

部
ぶ
抜
ばっ

粋
すい

させていただきました。 予
あらかじ

めご 了
りょう

承
しょう

ください。。。 

  

☆ 障
しょう

がいがあっても 協
きょう

力
りょく

する人
ひと

達
たち

がいっぱいいたので海
うみ

も 入
はい

れ、いろんなこともできて

成
せい

功
こう
で終
お
わったと 思

おも
う。チェアボート
ちぇあぼーと

に乗
の
って 緊
きん

張
ちょう

したが、海
うみ

に 入
はい

るといい気
き
持
も
ちでユ

ゆ
ラ
ら

ユ
ゆ
ラ
ら
ねむりそうになった。 

（ T
てぃー

・ K
けー

） 

  

☆チ
ち
ェ
ぇ
ア
あ
ボ
ぼ
ー
ー
ト
と
に 初
はじ

めて乗
の
って 楽
たの

しかった。 B B Q
ばーべきゅー

も肉
にく
がやわらかくとてもおいしかった。

大
おお

勢
ぜい

の参
さん

加
か
者
しゃ
がいて、いい 雰

ふん
囲
い
気
き
だった。次

じ
回
かい

も機
き
会
かい

があれば是
ぜ
非
ひ
参
さん

加
か
したいです

(^ω^) 



（ Y
わい

・ S
えす

） 

  

 ☆ク
く
リ
り
ア
あ
ー
ー
カ
か
ヤ
や
ッ
っ
ク
く
に 初
はじ

めて乗
の
ったのですが、一

ひと
人
り
のオ
お
ー
ー
ル
る
では 波

なみ
に押
お
されるけど、一

いっ
緒
しょ
に

乗
の
った 3 人

にん
が 息
いき

を合
あ
わせてこげば、 何

なん
とか 進
すす

んで岸
きし

に戻
もど
ってこれました。ヒ

ひ
ヤ
や
ヒ
ひ
ヤ
や
しました

が、 楽
たの

しかったです。 会
かい

場
じょう

の 雰
ふん

囲
い
気
き
は良
よ
く、また参

さん
加
か
したいと 思

おも
いました。 

（ T
てぃー

・ H
えいち

） 

  

 ☆今
こ
年
とし
は 海
かい

水
すい

浴
よく
のお手

て
伝
つだ

いや、 B B Q
ばーべきゅー

の 配 膳
はいぜん

、レ
れ
ク
く
リ
り
エ
え
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
のすいか割

わ
りで

は、スイカ
すいか

を切
き
って 皆
みな

に配
くば
りました。たくさんの人

ひと
と接
せっ

する機会
きかい

を 頂
いただ

き 楽
たの

しく気持
き も

ちも

リフレッシュ
りふれっしゅ

できました。 

（ Y
わい

・ Y
わい

） 

  

☆共
とも
に 楽
たの

しんで、一
いっ

緒
しょ
に海
うみ

に 入
はい

り、バ
ば
ー
ー
ベ
べ
キ
き
ュ
ゅ
ー
ー
も美
お
味
い
しくいただき、ス

す
イ
い
カ
か
割
わ
りや 魚

さかな
の

放
ほう

流
りゅう

、ラ
ら
イ
い
ブ
ぶ
、イ
い
ベ
べ
ン
ん
ト
と
も盛
も
りだくさんで、参

さん
加
か
者
しゃ
の 心
こころ

を 現
あらわ

すかのような最
さい

高
こう
の 天
てん

気
き
、そして最

さい
高
こう
の笑
え
顔
がお

！やっぱり 楽
たの

しいフ
ふ
ィ
ぃ
ー
ー
ル
る
ド
ど
ト
と
リ
り
ッ
っ
プ
ぷ
最
さい

高
こう
！ 



（ A
えー

・ H
えいち

） 

  

☆肉
にく
もおいしくお 腹

なか
いっぱい食

た
べれて、みんな 楽

たの
しそうにレ

れ
ク
く
に参
さん

加
か
していて、 回

かい
数
すう

を重
かさ

ねるごとに参
さん

加
か
者
しゃ
も増
ふ
えてきています。 毎

まい
年
とし

楽
たの

しみにしています。 

（ N
えぬ

・ M
えむ

） 

  

☆ 前
ぜん

回
かい

も今
こん

回
かい

も 注
ちゅう

意
い
し 続
つづ

けてケ
け
ガ
が
などせぬよう、させぬようと気

き
を配
くば
り 続
つづ

けました。

B B Q
ばーべきゅー

の当
とう

番
ばん

から、稚
ち
魚
ぎょ
の放
ほう

流
りゅう

など 色
いろ

々
いろ

経
けい

験
けん

ができて良
よ
かったです。 次

つぎ
もケ
け

ガ
が
なく終
お
えれるようにしていきたいです。 

（ Y
わい

・ G
じー

） 

  

☆ 海
かい

水
すい

浴
よく
や稚
ち
魚
ぎょ
の放
ほう

流
りゅう

など、 障
しょう

害
がい

者
しゃ
の 方
かた

達
たち

も 楽
たの

しんでいるので、とても 雰
ふん

囲
い
気
き
は最
さい

高
こう
だと 思
おも

います。 準
じゅん

備
び
などは 大

たい
変
へん

ですが、 又
また

来
らい

年
ねん

も 開
かい

催
さい

出
で
来
き
るように

みんなで 頑
がん

張
ば
っていきましょう。 

（ S
えす

・ Y
わい

） 



  

☆みんなと交
こう

流
りゅう

できて良
よ
かった。海

うみ
に 入
はい

れて良
よ
かった。 B B Q

ばーべきゅー
もみんなとワ

わ
イ
い
ワ
わ
イ
い
しな

がら 楽
たの

しく食
た
べれて良

よ
かった。ラ

ら
イ
い
ブ
ぶ
もとっても良

よ
かった。掃

そう
除
じ
もみんなでできて良

よ
かった。去

きょ

年
ねん

、できなかったこともできて良
よ
かった。来

らい
年
ねん

も 楽
たの

しみたい。 私
わたし

も来
らい

年
ねん

は、出
で
来
き
ること

があればお手
て
伝
つだ

いがしたい。 

（ K
けー

・ A
えー

） 

  

他
ほか

にも 多
おお

くの貴
き
重
ちょう

なご意
い
見
けん

やご 感
かん

想
そう
をいただきました。 皆

みな
さんからいただいた声

こえ
を

励
はげ

みに日
ひ
々
び
頑
がん

張
ば
って 参
まい

ります！ 改
あらた

めまして 皆
みな

さんに 感
かん

謝
しゃ

申
もう
し 上
あげ

げます☆ 
 

 

 

 



 9 月
がつ

15日
にち

、16日
にち

の 2日間
かかん

にわたり自立
じりつ

生 活
せいかつ

センターイルカ
せんたーいるか

の 2 階
かい

で自立
じりつ

生 活
せいかつ

センター
せんたー

の相 談 員 向
そうだんいんむ

け

研 修 会
けんしゅうかい

が 開 催
かいさい

されました。 

 この 研 修 会
けんしゅうかい

は、われわれ C I L
しーあいえる

の 職 員
しょくいん

が、

障 害 者
しょうがいしゃ

に 関
かん

する法 律
ほうりつ

についてもっと 勉 強
べんきょう

し、もしも

差別
さべつ

の相 談
そうだん

を受
う
けたときに的 確

てきかく
に対 処
たいしょ

できるようになるため

に 行
おこな

われました。 

 1日目
にちめ

最 初
さいしょ

のプログラム
ぷろぐらむ

は、 東 俊
ひがしとし

裕
ひろ

さんによる差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

についての講義
こうぎ

でした。 新
あたら

しい法 律
ほうりつ

のなかでは、

障 害 者
しょうがいしゃ

が 直 面
ちょくめん

する社 会 的
しゃかいてき

不利
ふ り

の 原 因
げんいん

が当事者
とうじしゃ

本 人
ほんにん

の機能
きのう

障 害
しょうがい

にあるとする 考
かんが

え 方
かた

（医学
いがく

モデル
もでる

）

から、さまざまな社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

にあるとする 考
かんが

え 方
かた

（社 会
しゃかい

モデル
もでる

）へ 大
おお

きくシフト
しふと

していることを 改
あらた

めて 勉 強
べんきょう

しました。また、これまで 健
けん

常 者
じょうしゃ

が 中 心
ちゅうしん

となってつくり上
あ
げて

きた 今
いま

の社 会
しゃかい

では、権利
けんり

条 約
じょうやく

を批 准
ひじゅん

した 現 在
げんざい

でも、

簡 単
かんたん

に医学
いがく

モデル的
もでるてき

な 考
かんが

え 方
かた

に 逆 戻
ぎゃくもど

りさせられてしま



うような 罠
わな

や落
お
とし 穴
あな

がまだまだ 街 中
まちじゅう

にたくさんあることを、 東
ひがし

さんの迫 力
はくりょく

のある 話
はなし

からとても

深
ふか

く 考
かんが

えさせられました。 

 次
つぎ

のプログラム
ぷろぐらむ

は、いろんな差別
さべつ

の事例
じれい

を差別
さべつ

の 類 型
るいけい

に 分 類
ぶんるい

するグ
ぐ
ル
る
ー
ー
プ
ぷ
ワ
わ
ー
ー
ク
く
でしたが、その

まえに、イルカ
いるか

のみなさんによる差別
さべつ

事例
じれい

の 寸 劇
すんげき

を見
み
せてもらいました。イルカ

いるか
にはいい役 者

やくしゃ
がいっぱ

いいることがよくわかりました。 寸 劇
すんげき

のあとに 6～7 人
にん

のグループ
ぐるーぷ

にわかれて、グループ
ぐるーぷ

ごとにあたえられた

事例
じれい

について意見
いけん

を出
だ
し合
あ
い 分 類
ぶんるい

作 業
さぎょう

を 行
おこな

いました。われわれのグループ
ぐるーぷ

は D P I
でぃーぴーあい

の

田丸
たまる

さんがリーダー
りーだー

をしてくださいました。とても 話
はなし

をよく聞
き
いてくださる 方

かた
でしたので事例

じれい
ごとにたくさん

の意見
いけん

をみんなが出
だ
し合
あ
うことができました。また、差別

さべつ
事例
じれい

を 分 類
ぶんるい

することは、あくまでも法 律
ほうりつ

の

上
うえ
での必 要

ひつよう
な手続
てつづ

きにすぎず、そのことだけにとらわれてはいけないことも 解 説
かいせつ

を聞
き
いてよくわかりまし

た。 

 2日目
かめ

最 初
さいしょ

のプログラム
ぷろぐらむ

は、 現 在
げんざい

各 省 庁
かくしょうちょう

でつくられている差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

の対 応
たいおう

要 領
ようりょう

、 対 応
たいおう

指針
ししん

について D P I
でぃーぴーあい

の佐藤
さとう

聡
さとし

さんが 解 説
かいせつ

してくださいました。佐藤
さとう

さんは、

本 題
ほんだい

に 入
はい

るまえにとっても 面 白
おもしろ

くて 長
なが

い自己
じ こ

紹 介
しょうかい

をしました。佐藤
さとう

さんの 人 生
じんせい

の 物 語
ものがたり

はあまりにも面 白
おもしろ

くていいお 話
はなし

でしたので、 大 変
たいへん

引
ひ
き込
こ
まれました。そして 本 題

ほんだい
については、国

くに

の法 律
ほうりつ

をつくるときでも、全 国
ぜんこく

から寄
よ
せられるパブリックコメント

ぱぶりっくこめんと
などの一人

ひとり
ひとりの声

こえ
が 反 映
はんえい

されるの

で、パブリックコメント
ぱぶりっくこめんと

の 大 切
たいせつ

さがわかりました。 



 今 回
こんかい

の 研 修
けんしゅう

最後
さいご

のプログラム
ぷろぐらむ

は、 今 村
いまむら

登
のぼる

さんによる、差別
さべつ

の相 談
そうだん

を受
う
けたときの

具体的
ぐたいてき

な対 応
たいおう

の 流
なが

れの 説 明
せつめい

でした。差別
さべつ

の相 談
そうだん

を受
う
けたとき、その事例

じれい
を 解 決
かいけつ

するため

の手 段
しゅだん

として、 裁 判
さいばん

の 他
ほか

に 裁 判
さいばん

よりもう 少
すこ

し手軽に 解 決
かいけつ

できる A D R
えーでぃーあーる

という手 段
しゅだん

があることを 勉 強
べんきょう

しました。そして、せっかく 相 談
そうだん

を受
う
けても、 我 々

われわれ
の 側
がわ

がその仕組
し く

みを理解
りかい

して

有 効
ゆうこう

に活 用
かつよう

する方 法
ほうほう

を知
し
らないと的 確

てきかく
な 対 応
たいおう

ができないと 思
おも

いました。 

 今 回
こんかい

の 2日間
かかん

の 研 修
けんしゅう

をとおして、 障 害 者
しょうがいしゃ

に 関
かん

する法 律
ほうりつ

が 大
おお

きく変
か
わっていくなかで、わ

れわれ C I L
しーあいえる

の 職 員
しょくいん

は、もっと法 律
ほうりつ

を身近
みぢか

なものとしてとらえ 直
なお

して理解
りかい

を 深
ふか

め、実 際
じっさい

に

使
つか

っていける 力
ちから

を身
み
につける必 要

ひつよう
があることがわかりました。 

 

 

 

 

 7 月
がつ

18日
にち

土
ど
曜
よう
日
び
、 宮
みや

古
こ
島
じま

でバ
ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー

フ
ふ
ィ
ぃ
ッ
っ
シ
し
ン
ん
グ
ぐ
大
たい

会
かい

が開
ひら

かれました。希
き
輝
ら
々
ら
から

は僕
ぼく
たち 3 名

めい
が参
さん

加
か
しました。 

 このバ
ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー
フ
ふ
ィ
ぃ
ッ
っ
シ
し
ン
ん
グ
ぐ
大
たい

会
かい

は 宮
みや

古
こ
島
じま

の自
じ
立
りつ

生
せい

活
かつ

セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
まんたのみなさんが 考

かんが

えました。 障
しょう

がいのある人
ひと
たちと 障

しょう
がいのない



人
ひと
たちとがいっしょに 楽

たの
しく釣
つ
りをして、お 互

たが
いの理

り
解
かい

を 深
ふか

くすること、それから、 宮
みや

古
こ
島
じま

をバ
ば
リ
り
ア
あ

フ
ふ
リ
り
ー
ー
にすることで 宮

みや
古
こ
島
じま

に 遊
あそ

びに来
く
るすべての人

ひと
たちが 楽

たの
しく過
す
ごせるような場

ば
所
しょ
にすることが

この 大
たい

会
かい

の目
もく

的
てき

です。 

 大
たい

会
かい

には、 宮
みや

古
こ
島
じま

に住
す
んでいる人

ひと
だけじゃなく、 他

ほか
の離島
りとう

や 沖 縄
おきなわ

本 島
ほんとう

、 県 外
けんがい

から

来
き
ている人

ひと
もいました。また、子

こ
供
ども
たちもたくさん参

さん
加
か
していて 大

たい
変
へん

にぎやかでした。 

 大
たい

会
かい

の当
とう

日
じつ

は 残
ざん

念
ねん

ながらあんまりいい 天
てん

気
き
じゃありませんでしたので、僕

ぼく
はカ
か
ッ
っ
パ
ぱ
をつけて

大
たい

会
かい

に参
さん

加
か
しました。ときどき 雨

あめ
も降
ふ
りましたが 平

へい
気
き
でした。 

 釣
つ
り 大 会
たいかい

の場所
ばしょ

は荷
に
川
かわ

取
どり
漁 港
ぎょこう

というとこ

ろでした。チーム
ちーむ

を組
く
んで、決

き
められた場所

ばしょ
と

時 間 内
じかんない

で 魚
さかな

の 量
りょう

や 魚
さかな

の 大
おお

きさを競
きそ

う

ルール
るーる

でした。僕
ぼく
はヘルパー
へるぱー

さんと 力
ちから

を合
あ
わせて

がんばりましたが、一 匹
いっぴき

も釣
つ
れませんでした。

一 匹
いっぴき

も釣
つ
れませんでしたが、 同

おな
じチ
ち
ー
ー
ム
む
の人
ひと
が

一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

がんばっていっぱい釣
つ
ってくれたの

で、僕
ぼく
たちのチーム

ちーむ
は「 数
かず

で勝 負
しょうぶ

で 賞
しょう

」をもら

うことができました。そして 賞 品
しょうひん

はなんと、釣
つ
り 竿
ざお

でした！僕
ぼく
は一
いっ

匹
ぴき

も釣
つ
っていないのに 同

おな
じチ
ち



ー
ー
ム
む
の人
ひと
が 賞
しょう

品
ひん

の釣
つ
り 竿
ざお

を僕
ぼく
にゆずってくれました。僕

ぼく
はありがとうと言

い
ってとても感 謝

かんしゃ
しまし

た。僕
ぼく
は自
じ
分
ぶん

の釣
つ
り 竿
ざお

を持
も
っていなかったので、とってもうれしかったのです！ 

 「 数
かず

で 勝
しょう

負
ぶ
で 賞
しょう

」の 他
ほか

には、 大
おお

きい 魚
さかな

を釣
つ
った人
ひと
の 賞
しょう

や、めずらしい 魚
さかな

を釣
つ
った

人
ひと
の 賞
しょう

や、がんばった人
ひと
の 賞
しょう

がありました。僕
ぼく
はいつか、 大

おお
きい 魚

さかな
も釣
つ
ってみたいと 思

おも
いま

した。 

 次
つぎ

の日
ひ
は、まんたのみなさんと 舟

ふね
に乗
の
って沖釣
おきづ

りに行
い
きまし

た。僕
ぼく
は生
う
まれてはじめて 魚 釣

さかなつ
りの 舟
ふね

に乗
の
りました。この日

ひ

はとってもいい天気
てんき

でした。 舟
ふね

に乗
の
って 走
はし

るのはとてもいい

気持
きも

ちでした。そして宮古
みやこ

島
じま

の海
うみ

は名護
なご

の海
うみ

よりちょっとき

れいでした。 

 僕
ぼく
の釣
つ
りの仕

し
掛
か
けは、糸

いと
に針
はり

がいっぱいついていました。

前
ぜん

日
じつ

の釣
つ
り 大
たい

会
かい

では一
いっ

匹
ぴき

も釣
つ
れませんでしたが、この

日
ひ
の僕
ぼく
は 大
たい

漁
りょう

でした。しかけの 全
ぜん

部
ぶ
の針
はり

にグ
ぐ
ル
る
ク
く
ン
ん
がつ

いていてびっくりすることもありました。釣
つ
りをしながら、釣

つ
りの 楽
たの

しいところは、 魚
さかな

がエ
え
サ
さ
をつっついたときに竿

さお
がぴくぴくするとこ

ろだなあ、と 思
おも

いました。 舟
ふね

で釣
つ
りをすると、たくさん 魚

さかな
が釣
つ

れることがわかりました。 



 そして、この日
ひ
の 晩
ばん

ごはんは、まんたの事
じ
務
む
所
しょ
で、釣

つ
ったグ

ぐ
ル
る
ク
く
ン
ん
をからあげにしてみんなで食

た
べまし

た。あんまりおいしかったので僕
ぼく
は 5 ひき食

た
べました。 

 宮古
みやこ

島
じま

で過
す
ごした時間

じかん
をふり 返

かえ
ると、はじめてのことをたくさん 経 験

けいけん
できてとっても 楽

たの
しくて 勉

べん

強
きょう

になりました。今
こん

回
かい

、僕
ぼく
が参
さん

加
か
したバ

ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー
フ
ふ
ィ
ぃ
ッ
っ
シ
し
ン
ん
グ
ぐ
大
たい

会
かい

は、 障
しょう

がいのある人
ひと
と

ない人
ひと
のあいだの理

り
解
かい

を 深
ふか

めるとってもいい釣
つ
り 大
たい

会
かい

なので、このままずーっと 続
つづ

いてほしいで

す。 

  

 いい 思
おも

い出
で
がたくさんできたので、きっと来

らい
年
ねん

も参
さん

加
か
したいです。 賞

しょう
品
ひん

でもらった釣
つ
り 竿
ざお

で、

いっぱい釣
つ
りに行

い
きたいです！ 

 
 

 

 


